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ギニア月報（２０１９年１２月） 

 

 

１ 内政 

・ ５日，野党は選挙人名簿の中に多数の未成年者が含まれている旨述べ，選挙人登録作業

の即時中断を要求。 

・ ６日，２０１８年２月に実施された地方選挙の結果に関する与野党間の協議が再開。 

・ ６日，過去のデモ犠牲者の埋葬行進が実施され，一部が暴徒化し，警察官の私用車を襲撃

した。 

・ １２日，独立選挙管理委員会（CENI）は，国民議会選挙の立候補者受付方法に関するコミュ

ニケを発表。 

・ １８日，野党選出の選挙管理委員７名が，選挙人登録作業が不正でありプロセスに透明性

がないとして，今後の CENI の活動には関与しないが，辞任はしない旨表明。 

・ １９日，コンデ大統領が新憲法案を発表。市民社会団体，野党は強く反発した。 

・ ３１日，市民社会団体の護憲国民戦線（FNDC）のメンバーである野党は，２月１６日の国民

議会選挙への参加条件を表明。監査報告の助言に従った有権者リストの作成，選挙法及び

地方自治体法に従った２０１８年２月４日に実施した選挙プロセスの完逐，有能で中立，独立

かつ公平性を保って委員会を指導できる独立選挙委員会（CENI）長の選出，コンデ大統領

の三選を目指す計画の最終かつ公式な放棄，の４点が要求されている。 

 

２ 外政 

・ ３－４日，ラマポーザ南アフリカ大統領は当地を訪問した，ディアネ国防大臣はンカクウァ南

アフリカ国防大臣と，軍事及び安全保障，テロとの戦いに関する協力強化について話し合っ

た。 

・ ９―１３日，ジョナサン前ナイジェリア大統領及びソグロ元ベナン大統領が当地を訪問し，憲

法改正や大統領選挙等に関し，与党，野党，市民社会，外交団と意見交換を実施した。 

主な出来事 

【内政】 

●１９日，コンデ大統領が新憲法案を発表。市民社会団体，野党は強く反発。  

【外政】 

●９―１３日，ジョナサン前ナイジェリア大統領及びソグロ元ベナン大統領が当地を訪問し，

憲法改正や大統領選挙等に関して，与党，野党，市民社会，外交団と意見交換を行った。 

【経済（経済協力含む）】 

●３日，国民議会において２０２０年度予算が成立（２１,７０６,２１９,８１６,０００ギニアフラン）。 

●１０日，「経済社会開発計画（PNDES）２０１６－２０２０」の２０１８年における成果が発表。

２０１８年は，９０億ドルが，特に母子保健，水，電力の分野に用いられた。 
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・ ２０日，コンデ大統領は第５６回 ECOWAS首脳会議に出席するため，ナイジェリアのアブジャ

を訪問した。 

 

３ 経済（経済協力含む） 

・ ２日，ボケで若者が停電に抗議するデモを実施し，市内が混乱した。ボケには経済特区があ

り，１５社程の鉱山及び物流企業が進出している。 

・ ３日，国民議会において２０２０年度予算が成立（２１,７０６２１９,８１６,０００ギニアフラン）。２

０１９年予算は１９,３３２,０７６,５４２,０００ギニアフランであったため，前年度比＋９．５３％と

なった。財政収入の打分けは，税収が９４,６４０億ギニアフラン，国庫金が１１,６００億ギニア

フラン，関税が８０,８８０億ギニアフランである。２０２０年は，経済成長が６．３％，為替レート

が１米ドル＝９,２２５ギニアフラン，財政赤字は-３．４％になると予想されている。 

・ ３日，第３回ギニア・トルコ合同会議がコナクリで開催され，セルチュク・トルコ国民教育大臣

とケイタ協力アフリカ統合大臣が共同で議長を務め，職業教育に関する１８件のプロジェクト

や研修に関する協力について議論された。 

・ １０日，「経済社会開発計画（PNDES）２０１６－２０２０」の２０１８年における成果が発表され

た。PNDES は，２０１７年にパリで開催されたギニアＧＣ会合（Réunion du Groupe 

Consultatif）にてコンデ大統領が発表し，６７５件のプロジェクトに対し，２１０億７,０００万ド

ルの支援をドナーから得る計画である。２０１８年は，９０億ドルが特に母子保健，水，電力

の分野に用いられた。 

・ ２６日，中部ギニアテリメレ県ダラマグナキ（Daramagnaki）の住民がボーキサイトを採掘して

いる中国の CDM henan 社が環境基準を守っていないとして，１週間デモを行い，３名が逮捕

された。 

 

（了） 


